
 

平成12年度業務報告 

 

 平成12年度の事業につきましては，先に決定された平成12年度事業計画にも

とづき，次のとおり実施しましたのでご報告します。 

 本連盟の会員数は，別表１(省略)のとおり，平成13年3月7日現在，正員103,177

名，家族会員6,254名，准員554名の合計109,985名となっており，引き続き減少

しております。 

 このような状況のなかで，当連盟ではアマチュア無線の活性化と会員増強を

はかるため，西暦2000年を記念した2000年記念局の活発な運用と記念アワード

の発行，アマチュア無線のデジタル化技術の開発研究などを行い，アマチュア

無線の普及と会員の増強などに取り組んでまいりました。 

 また，連盟の財政については収支均衡がはかれるよう，組織・事業の簡素合

理化などに努め，公益法人としてのアマチュア無線を通じた社会貢献，バンド

防衛をはじめとするアマチュア無線の権益の擁護および会員事業の安定した継

続が行えるよう努力しております。 

 

１．アマチュアバンドの拡充と防衛 

 

 ＩＡＲＵ第３地域総会などで７MHz帯の拡充に関して，今後の運動方針につい

て話合い，わが国におけるＷＲＣ-2003への準備会合などにも加わり，拡充に向

けて努力しています。さらに，ローバンドの国際的な整合性の推進についても，

当局に働きかけを行いました。また，2.4GHz帯など需要が急増しているマイク

ロ波帯の周波数防衛などについても，総務省に働きかけるとともに関係の会議

などにも出席し，周波数の確保に努力しています。 

 

２．アマチュア無線制度の改善 

 

(1)  平成12年4月1日から1,810～1,825kHzがアマチュア業務に許可されま

した。 

(2)  電波法の一部改正により無線従事者免許の申請期間が撤廃されました。

また，心身障害者の欠格事由について改正されました。 

(3)  平成13年4月1日からアマチュア無線設備等の保証業務の実施団体につ

いて制度変更が行われましたが，連盟ではこの変更により申請者への利

便性が損なわれないよう総務省に要望しました。 

(4)  諸外国との相互運用の促進や包括免許などアマチュア無線制度の改善

に関して，総務省に要望などを行いました。 

 



 

３．アマチュア無線活動の育成強化 

 

(1) 各支部において，上級資格の国家試験受験のための指導講習会のほか，

アマチュア無線に関する各種講演会，研究会などを開催しました。 

(2) モールス電信技能認定については，平成12年８月のハムフェア2000会場

(パシフィコ横浜)および平成13年２月に連盟事務局において実施しまし

た。認定数と免状交付数は，別表２(省略)のとおりです。 

(3) コンテストについては，別表３(省略)のとおり７種類のコンテストを実

施したほか，地方本部や支部主催によるコンテストを多数実施しました。 

 ALL ASIAN DXコンテストの交換ナンバー，アジア間の交信の得点など，

抜本的な規約改正を行うとともに，このコンテストもクラブ対抗得点に計

上できるようにしました。クラブ対抗については，国内コンテストも含め

て４つの登録クラブの種別ごとに順位付けをすることに変更しました。 

 また，平成１２年度から電子ログによる受付を開始，コンテスト委員会

のＷｅｂ開設による啓蒙活動への利用など，インターネットの活用を推進

しました。 

(4) 情報通信の普及・振興をはかることを目的とした「情報通信月間」の行

事に協賛して「第８回テレコムＱＳＯパーティー」などを実施しました。 

(5) アワード発行については，「ＪＡＲＬ2000アワード」を含め，別表４(省

略)のとおり，国内アマチュア局4,267枚，ＳＷＬ43枚，海外アマチュア局

164枚の合計4,474枚を発行し，このほかＷＡＣアワードの代行申請を167

件行いました。 

 なお，平成10年２月から始めたＤＸＣＣフィールドチェックは，平成12

年度は386件の申請を受け付けました。 

(6) レピータ局およびビーコン局を，別表５(省略)のとおり開設・運用しま

した。 

(7) 西暦2000年を記念する８Ｍ２０００，８Ｎ２０００，８Ｊ２０００を含

め，特別記念局などを別表６(省略)のとおり開設し運用しました。 

(8) 2000アマチュア無線フェスティバルの開催 

 2000アマチュア無線フェスティバルは，「アンテナビームは21世紀」を

キャッチフレーズに，平成12年8月18～20日の3日間，横浜市の「パシフィ

コ横浜 展示ホール」において，盛大に開催しました。 

 会場では，クラブやビジネス団体の展示や販売をはじめ，特別記念局８

Ｊ１ＨＡＭ，８Ｊ２０００の運用や工作教室，リサイクルコーナー，イベ

ントコーナーなど，例年同様賑わいを見せました。また，会場内では日本

アマチュア無線機器工業会によるＪＡＩＡフェアが例年どおり開催され，

会期中の来場者は延べ39,000人にのぼりました。 



 

(9) ＡＲＤＦ競技 

① 平成12年11月12日，福島県岩瀬郡岩瀬村で「2000全日本ＡＲＤＦ競技

大会」を開催しました。参加選手は160名で，外国からもモンゴル選手

団８名が参加しました。 

② 地方ＡＲＤＦ競技大会を別表７(省略)のとおり開催しました。 

③ ＡＲＤＦ競技大会審判員講習会を全国各地で開催しました。 

④ ＡＲＤＦ競技の普及をはかるため，前年度と同様，競技用の送信機，

ゼッケンを用意するとともに，チェックカード，入賞メダルなどを頒

布しました。 

(10) 技術関係 

① アマチュア無線のデジタル化技術の調査検討について，平成11年度と

同様，総務省から委託を受けました。調査検討にあたっては「アマチュ

ア無線のためのデジタル化技術に関する調査検討会」および「調査検討

会分科会」を設置し，実験局を開設して音声符号化，変調方式，通信プ

ロトコル，通信制御プログラムなどについて検討しました。 

② マイクロ波活性化の資料とするため，マイクロ波局名録を制作・頒布

しました。 

③ ＪＡＲＬ ＮＥＷＳに，各種技術などの解説記事を掲載しました。 

④ 自作機器の測定サービスや，電話などによる技術相談を受け付けまし

た。 

 

４．会員事業の充実と会員の増強 

 

(1) ＱＳＬ・ＳＷＬカードの転送 

 ＱＳＬカード，ＳＷＬカードの取扱処理枚数は別表８(省略)のとおり，

国内外合わせて約1,435万枚でした。 

(2) 会員の増強 

① 「第17回平成12年度会員増強キャンペーン（平成12年11月1日から平

成13年3月31日まで）」を実施し入会を働きかけました。 

② ＪＡＲＬ Ｗｅｂからの入会申し込み方法について，従来の郵便振替

のほか，銀行振込による入会申し込みを平成13年２月から開始しました。 

③ 会員の増加をはかるため，ＪＡＲＤ，ＪＡＩＡ，(財)日本無線協会

と協力して，アマチュア無線の普及に努めました。 

(3) 会員サービスの充実 

① 会員の利便性向上のため，平成12年８月から提携クレジットカード

を導入し，カードに直接コールサインを刻印した「ＪＡＲＬカード」の

発行を開始しました。なお，平成13年３月31日現在のＪＡＲＬカード発

行数は，6,411枚となっています。 



 

② コンビニエンスストアでの継続会費取り扱いを，引き続き積極的に広

報しました。 

③ アマチュア無線機器総合保険，パソコン機器動産総合保険の取り扱い，

対象ホテル５系列でのＪＡＲＬ会員ホテル宿泊割引制度，パッケージ

旅行割引制度など，引き続き会員の特典の充実に努力しました。 

④ ＪＡＲＬ ＣＯＭサイトにおいて，「ＪＡＲＬ Ｅ-mail転送サービス」

を行ったほか，「ＭＬ提供サービス」および「Ｗｅｂサイト提供サー

ビス」を前年度に引き続いて行い，平成12年8月からは新しいサービ

スとして，ＪＡＲＬ会員のアマチュア無線に関するホームページを紹

介する「アマチュア無線リンク集」を開設しました。 

 なお，Ｅ-mail転送サービス登録者数は，平成13年3月31日現在 

11,612，同ＭＬ提供サービスが106，同Ｗｅｂサイト提供サービスが

118となっております。 

 

(4) 広報活動 

① 「ＪＡＲＬ ＮＥＷＳ」，「点字ＪＡＲＬ ＮＥＷＳ」などを発行し，

会員や関係の方々に配布しました。 

② 電子情報サービスについては，次のとおり行いました。 

(A) インターネットのホームページ「ＪＡＲＬ Ｗｅｂ」により，各種

情報の提供などを行いました。 

(B) 「ＪＡＲＬ Ｗｅｂ」において，「ＴＨＥ ＪＡＲＬ ＮＥＷＳ」(英

文)ほか，英文による各種情報の提供を行いました。  

③ アマチュア無線ＦＡＸサービスにより各種の情報を提供しました。 

④ 各種行事でのアマチュア無線ＰＲ用として，ビデオなどの貸出しを行

いました。 

 

５．組織および事業運営の改善 

 

(1)  平成12年5月21日から福岡県支部と北九州支部を合併し福岡県支部と

しました。 

(2)  事務局の合理化のため，地方事務局を平成12年６月30日で閉鎖しまし

た。 

(3)  組織の簡素合理化をはかるため，地方本部，支部及び監査指導体制の

見直しを行い，総会に諮ることとしました。 

(4)  ＱＳＬカード発送時の郵便料金大口割引制度の利用や，宅配便でのＱ

ＳＬカードの発送により，引き続き転送経費の削減に努めました。 



 

(5)  ＪＡＲＬ ＮＥＷＳについては，年度内２回の合併号の発行や，記事の

一部を「ＪＡＲＬ Ｗｅｂ」に掲載するなどし，経費の削減に努めまし

た。 

 

６．監査指導活動の拡充強化 

 

(1) アマチュア局からの電波障害対策依頼への対応を行いました。 

(2) アマチュア無線が原因で障害を受けている一般の方々からの電波障害

対策依頼への対応を行いました。 

(3) ガイダンス局（特別業務の局）により，使用区分を逸脱（レピータ，衛

星周波数を含む）している局，呼出符号の送出が全くない局および業務

通信を行っている局に対して注意を喚起する広報を行いました。 

(4) アマチュア局の運用指導，電波障害防止対策の指導などを実施しました。 

(5) ＨＦ帯の侵入電波の調査を，監査指導委員会委員および会員の協力を得

て実施し，定期的に総務省，ＩＡＲＵなどの関係機関に報告しました。 

(6) 不法局対策に関して，総合通信局と打ち合わせを行うとともに，その実

施を要望しました。また，ＪＡＲＤと協力して，バンド使用区分の周知用

パンフレットを配布し，使用区分の順守，呼出符号の送出などについてＰ

Ｒしました。 

(7) 受信環境クリーン協議会と連携して，ＴＶＩ，テレホンＩなどの防止の

ＰＲに努めました。 

(8) ＪＡＩＡと共同で，アマチュア無線と2.4GHz帯無線ＬＡＮとの干渉に関

する実験を行いました。 

 

７．アマチュア衛星等の利用の促進 

 

(1) 「ふじ３号」（ＦＯ-29），「ふじ２号」（ＦＯ-20）の機能の調整を行

うとともに，全世界のアマチュア無線家に利用してもらうため，管理運用

を行いました。また，デジトーカの運用も行いました。 

(2) ビギナーでも簡単に受信できる「ふじ３号」のデジトーカの活用方法

についての記事をＪＡＲＬ ＮＥＷＳに掲載し，衛星の利用促進をはかり

ました。 

(3) 国際宇宙ステーションに開設が予定されているアマチュア局について

の国際会議に出席し，規約の制定，情報の収集等を行いました。 

 



 

８．国際協力の推進 

 

(1) 平成12年４月18日（世界アマチュア無線の日），フランスのパリ大学

構内で国際アマチュア無線連合（ＩＡＲＵ）創立75周年記念式典が挙行さ

れ，世界のアマチュア無線主要団体の代表多数が出席。ＪＡＲＬからはＪ

Ａ１ＡＮ原会長とＪＡ１ＡＹＣ松本参与が出席しました。 

(2) 平成12年５月８日から６月２日まで，トルコのイスタンブールで国際

電気通信連合（ＩＴＵ）の世界無線通信会議（ＷＲＣ）が開催され，146

ヵ国から約2,300名が参加，日本からは85名の代表団が派遣され，ＪＡＲ

Ｌからは職員１名が参加しました。 

(3) 平成12年８月18日から20日まで，神奈川県横浜市のパシフィコ横浜で

開催されたハムフェア2000に中国・ＣＲＳＡの青少年を招待し，アマチュ

ア無線についての理解を深めていただきました。 

(4) 平成12年８月27日から９月１日まで，第11回ＩＡＲＵ第３地域総会が

オーストラリアのダーウィンで開催され，17の加盟団体の代表が出席。Ｊ

ＡＲＬからはＪＡ１ＡＮ原会長，ＪＭ１ＭＮＷ竹内専務理事ほか，Ｒｅｇ.

３からＪＡ１ＫＡＢ小室第３地域事務局長が出席しました。 

(5) ＩＡＲＵ第３地域に対し，引き続き侵入電波監視報告を毎月行いまし

た。 

(6) 平成12年９月４日から７日まで，タイのバンコクでアジア太平洋通信

共同体（ＡＰＴ）のＷＲＣ’ 03準備会合（ＡＰＧ2003-1）が開催され，Ｊ
ＡＲＬから職員１名が出席しました。 

(7) 平成12年10月13日から18日まで中国の江蘇省南京市で第10回ＩＡＲＵ 

ＡＲＤＦ世界選手権大会が開催され，26カ国の代表222名が参加。ＪＡＲ

ＬはＪＨ２ＸＰＶ杉山副会長を団長に，選手15名を派遣しました。 

(8) その他，来日した外国アマチュア無線団体首脳，関係者と意見交換を

行い，友好を深めました。 

 

９．非常災害時の体制整備 

 

(1) ＪＡ１ＲＬにより，430MHz帯におけるフォーンパッチとＨＦ帯を使った

非常通信訓練を平成12年９月に実施しました。 

(2) 非常通信ボランティアを，継続して募集しました。 

(3) 非常通信協議会との連携をはかるとともに，地方公共団体などとの非常

通信に関する具体的な連携がはかられました。 

 



 

10．ＪＡＲＤとの連携 

 

 アマチュア無線制度の改善，監査指導活動，電波法令の周知をはじめ，多

くの分野でＪＡＲＤと連携を密にし，協力して各種施策の推進をはかりまし

た。 

 

11．そのほか 

 

(1) 理事会，評議員会，支部長連絡会をはじめ各種委員会などを，別表９(省

略)のとおり開催しました。 

(2) 刊行物事業については，前年度と同様，アマチュア無線関係の申請書類

などをはじめ，2001年版会員局名録，地図帳，ＡＪＡ申請書改訂版，ワー

ルドマップを出版・頒布するとともに，ＡＲＲＬ刊行図書の代理頒布を行

いました。 

(3) 以上のほか，小・中学校および身体障害者が開設している社団局に対す

る助成金の交付を行ったほか，事務局組織と事務処理の合理化を推進しま

した。 


